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奄美ワーキンググループ及び沖縄ワーキンググループ設置要綱 

（改定案） 

 

（目的） 

第１条 奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産地域候補地（以下「遺産

地域候補地」とする。）の世界自然遺産推薦、登録と遺産候補地の自然環境の適

正な保全管理に必要な地域単位での詳細な科学的助言を得るため、奄美大島、徳

之島、沖縄島北部及び西表島世界自然遺産地域候補地科学委員会設置要綱第４

条第６項に基づき、鹿児島県及び沖縄県それぞれについて学識経験者による「奄

美ワーキンググループ」及び「沖縄ワーキンググループ」（以下「ワーキンググ

ループ」とする。）を設置する。 

 

（対象範囲） 

第２条 遺産地域候補地のうち、奄美ワーキンググループは鹿児島県内、沖縄ワーキング

グループは沖縄県内に係る事項について、それぞれ必要な検討を行うこととす

る。 

 

（検討事項） 

第３条 ワーキンググループは、次に掲げる事項について、必要な検討を行う。 

（１） 遺産地域候補地の世界自然遺産としての価値の保全管理上必要な範囲と管理目

標・指針等に関する事項 

（２） 遺産地域候補地の世界自然遺産としての価値の保全管理における個別課題の把

握及び対策等に関する事項 

（３） 遺産地域候補地の世界自然遺産としての価値の保全管理に関わる各種個別事業

の実施方法等に関する事項 

（４） その他目的達成のために必要な事項 

  

（構成） 

第４条 ワーキンググループは、次に掲げるメンバー、オブザーバー及び事務局をもって

構成する。 

  （１） メンバー 

      事務局長から依頼された学識経験者 

  （２） オブザーバー 

      関係行政機関 

      その他事務局長が必要と認める者 

  （３） 事務局 
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      第６条第１項に定める行政機関 

 

（運営） 

 第５条 座長は、ワーキンググループを招集し、議事進行を行う。 

  ２  座長は、メンバーの互選により選出する。 

  ３  座長は、必要に応じて、メンバー以外の学識経験者等に対し、ワーキンググルー

プへの出席を求めることができる。 

  ５  メンバーは、自らがワーキンググループに出席できない場合、自らの代理として、

あらかじめ事務局長の了解を得た学識経験者を出席させることができる。 

  ６  ワーキンググループは、原則として公開とし、議事については議事要旨を公開す

るものとする。なお、資料についても原則公開とするが、希少種の位置情報を含む

など、公開することが不適切なものについては座長の判断で非公開にできる。 

 

（事務局） 

 第６条 ワーキンググループの事務局は、環境省沖縄奄美那覇自然環境事務所、林野庁九

州森林管理局、鹿児島県及び沖縄県によって構成し、対外的な連絡窓口は環境省沖

縄奄美那覇自然環境事務所が務める。 

  ２  事務局長は、環境省沖縄奄美那覇自然環境事務所長が務める。 

 

（その他） 

 第７条 上記に定めのない事項で、ワーキンググループの運営に必要なものについては、

別に定める。 

 

（附則） この要綱は、平成 26 年９月８日から施行する。 

 

（附則） この要綱は、平成 28 年 12 月４日から施行する。 

 

（附則） この要綱は、令和３年９月 22 日から施行する。 

 

 

（別紙） メンバー一覧 
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（別添）奄美ワーキンググループ及び沖縄ワーキンググループメンバーの依頼手続等に関

する要領 

 

（趣旨） 

第１条 奄美ワーキンググループ及び沖縄ワーキンググループ設置要綱第７条の規定に基

づき、ワーキンググループメンバーの依頼手続等に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

（依頼手続） 

第２条 メンバーへの依頼は、事務局長が書面をもって行う。 

 

（任期） 

第３条 メンバーの任期は、依頼日４月１日から令和５翌年３月 31日までとする。ただし、

年度途中における依頼及び再任をさまたげない。 

 

（附則） 

この要領は、平成 26 年９月８日から施行する。 

 

（附則） 

この要領綱は、平成 28年 12 月４日から施行する。 

 

（附則） 

この要領は、令和３年９月 22日から施行する。 
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（別紙１）奄美ワーキンググループ（五十音順） 

 

１ 石田 健 （国立大学法人東京大学大学院 農学生命科学研究科 准教授） 

 

２ 太田 英利（兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授） 

 

３ 田中 俊徳 （国立大学法人九州大学東京大学大学院 アジア・オセアニア研究教育機

構新領域創成科学研究科 准教授特任助教） 

 

４ 土屋 誠（国立大学法人琉球大学 名誉教授） 

 

５ 服部 正策（国立大学法人東京大学 医科学研究所 元准教授特任研究員） 

 

６ 福田 晴夫（元鹿児島県立博物館 元館長） 

 

７ 宮本 旬子（国立大学法人鹿児島大学大学院 学術研究院理工学域研究科（理学系） 

准教授） 

 

８ 山田 文雄（沖縄大学国立研究開発法人森林総合研究所 客員教授特任研究員） 

 

９ 米田 健（国立大学法人鹿児島大学 名誉教授） 
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（別紙２）沖縄ワーキンググループ（五十音順） 

 

１ 伊澤 雅子（北九州市立自然史・歴史博物館 館長国立大学法人琉球大学 理学部海洋

自然科学科 教授） 

 

２ 尾崎 清明（公益財団法人山階鳥類研究所 副所長） 

 

３ 久保田 康裕（国立大学法人琉球大学 理学部海洋自然科学科 教授） 

 

４ 佐々木 健志（国立大学法人琉球大学 博物館（風樹館） 教務職員） 

 

５ 芝 正巳（国立大学法人琉球大学 名誉農学部附属亜熱帯フィールド科学教育研究セン

ター 教授） 

 

６ 土屋 誠（国立大学法人琉球大学 名誉教授） 

 

７ 戸田 守（国立大学法人琉球大学 熱帯生物圏研究センター 准教授） 

 

８ 花井 正光（元 国立大学法人琉球大学 元教授） 

 

９ 横田 昌嗣（国立大学法人琉球大学 名誉理学部海洋自然科学科 教授） 

 

10 米田 健（国立大学法人鹿児島大学 名誉教授） 

 

 


